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京都市（京都府）

プロジェクトチームで”見えない水”をPR
有志若手職員のチーム力による広報大作戦

下水道事業PRプロジェクト2021年度チームメンバー

　

京
都
市
は
、
京
都
の
水
問
題
解
決
に
向
け
て
継

続
的
な
取
組
を
進
め
る
た
め
に「
京
都
市
水
共
生

プ
ラ
ン
」を
２
０
０
４
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
水
共
生
プ
ラ
ン
で
は
、「
水
と
共
に
生
き
る
」

と
い
う
水
共
生
の
理
念
の
も
と
、
市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

事
業
者
、
行
政
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
識
し
、

互
い
に
連
携
し
て
健
全
な
水
循
環
の
構
築
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
プ
ラ
ン
の
推
進
に
際
し
て
は
、
上
下
水
道

事
業
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

京
都
市
上
下
水
道
局
に
お
い
て
は
、
市
民
生
活
を

支
え
る
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
上
下
水
道
の
重
要
性

及
び
有
用
性
を
市
民
に
向
け
て
分
か
り
や
す
く
周

知
し
、
上
下
水
道
事
業
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を

深
め
る
広
報
活
動
を
、
有
志
の
若
手
職
員
に
よ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
牽
引
し
て
積
極
的
に
推

進
し
て
い
ま
す
。

【課　題】	 水環境
【主　体】	 京都市上下水道局
【連絡先】	 京都市上下水道局

京都府

大阪府

兵庫県

滋賀県

Profile

京都市京都市

【普及啓発・広報編】
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■ 普及啓発・広報編

京
都
市
水
共
生
プ
ラ
ン

～
私
た
ち
の
手
で
み
ず

み
ず
し
い
都
市
と
く
ら

し
の
再
生
を
！
～

第
３
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
契
機
に

京
都
市
は
、
水
に
関
わ
り
の
あ
る
行
事

や
神
社
・
仏
閣
、
友
禅
染
、
京
料
理
な
ど

の
伝
統
産
業
や
食
文
化
等
、
水
と
密
接
に

結
び
つ
き
な
が
ら
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
京
都
の
近
代
化
の
中
で
都
市
化

が
さ
ら
に
進
行
し
、
市
街
地
の
拡
大
に
伴

い
、
水
と
の
関
わ
り
も
変
化
し
て
治
水
問

題
、
水
質
問
題
、
水
循
環
系
の
変
化
、
水

に
対
す
る
意
識
の
変
化
、
水
資
源
の
確
保

と
雨
水
利
用
と
い
っ
た
様
々
な
水
問
題
が

課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
京
都
が
水
の

ま
ち
と
し
て
再
生
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ

ま
で
の
長
い
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
た
京
都

の
人
々
と
水
と
の
細
や
か
な
関
わ
り
を
取

り
戻
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
京
都
市
で
は
、
２
０
０
３
年
３

月
に
京
都
を
中
心
と
し
た
琵
琶
湖
・
淀
川
流

域
で
開
催
さ
れ
た「
第
３
回
世
界
水
フ
ォ
ー

ラ
ム
」の
成
果
を
踏
ま
え
、
都
市
型
水
害
の

軽
減
や
自
然
な
水
循
環
の
回
復
な
ど
の
水

問
題
解
決
に
向
け
て
継
続
的
な
取
組
を
進

め
る
た
め
、
２
０
０
４
年
３
月
に「
私
た
ち

の
手
で
み
ず
み
ず
し
い
都
市
と
く
ら
し
の

再
生
を
！
」を
基
本
理
念
と
し
た「
京
都
市
水

共
生
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
水
共
生
プ
ラ
ン
は
、
今
後
の
京
都

の
あ
る
べ
き
姿
を
市
政
の
主
役
で
あ
る
市

民
の
視
点
か
ら
描
く「
京
都
市
基
本
構
想
」

に
基
づ
く
水
に
関
す
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

５
つ
の
基
本
方
針
と
行
動
計
画
で
推
進

京
都
市
水
共
生
プ
ラ
ン
は
、「
流
域
全

体
を
見
据
え
た
治
水
対
策
」「
良
好
な
水

環
境
の
実
現
」「
健
全
な
水
循
環
系
の
回

復
」「
ゆ
た
か
な
水
文
化
の
創
造
」「
雨
水

の
利
用
」の
５
つ
の
基
本
方
針
を
柱
と
し

て
い
ま
す
。

水
に
関
す
る
問
題
は
行
政
だ
け
で
は
解

決
で
き
ず
、
市
民
一
人
一
人
の
水
に
対
す

る
思
い
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
基
本
認
識

に
立
ち
、
京
都
市
水
共
生
プ
ラ
ン
で
具
体

的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
や
事
柄
に
つ
い

て「
京
都
市
水
共
生
プ
ラ
ン
行
動
計
画（
指

針
）」を
毎
年
策
定
し
て
い
ま
す
。

計画の	
概　要

公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
が
深
刻
化

こ
れ
ま
で
の
取
組

2020 2010 2000 1970

「
下
水
道
事
業
Ｐ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

始
動

2011

「
第
３
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
」開
催

2003.3

「
京
都
市
水
共
生
プ
ラ
ン
」策
定

2004.3

下
水
道
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー

2012

「
京
都
市
下
水
道
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

「
京
都
市
水
道
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」策
定

2001

「
下
水
道
事
業
開
始
８
０
周
年
記
念
事
業

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」設
立

2009.9

京都市水共生プランの全体構想 京都市水共生プラン（左）と行動計画（右）
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「
下
水
道
事
業
Ｐ
Ｒ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」を

結
成
し
広
報
を
牽
引

「鍵」
その1京

都
市
水
共
生
プ
ラ
ン
を
推
進
す
る
中

で
、
下
水
道
事
業
は
、
水
害
の
軽
減
や
水

循
環
の
健
全
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
下
水
道
は
人
の
目

に
触
れ
る
機
会
が
少
な
く
、
目
立
た
な
い

存
在
で
あ
る
た
め
、
市
民
生
活
を
支
え
る

イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
重
要
性
及
び
有
用
性

を
分
か
り
や
す
く
周
知
し
、
下
水
道
事
業

に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

京
都
市
は
、
２
０
１
０
年
に
下
水
道
事

業
80
周
年
を
迎
え
る
の
を
契
機
に
、
そ
の

前
年
に「
下
水
道
事
業
開
始
80
周
年
記
念

事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
様
々

な
広
報
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

こ
の
80
周
年
記
念
事
業
に
お
け
る
広

報
活
動
の
経
験
を
今
後
も
生
か
し
て
い

き
た
い
と
の
職
員
の
声
を
受
け
る
形
で
、

２
０
１
１
年
に「
下
水
道
事
業
Ｐ
Ｒ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」に
名
称
を
改
め
、
現

在
も
職
員
自
ら
が
工
夫
を
凝
ら
し
、
手
作

り
感
溢
れ
る
下
水
道
事
業
の
広
報
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
有
志
で
募
っ
た
若
手
職
員

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は

毎
年
募
集
が
行
わ
れ
、「
市
民
に
下
水
道

へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
頂
く
」と
い

う
目
的
に
賛
同
し
た
有
志
の
職
員
で
チ
ー

ム
が
結
成
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
２
０
２
１
年
度
は
、
京
都
市
上

下
水
道
局
の
下
水
道
部
・
技
術
監
理
室
か

ら
計
15
名
、
平
均
年
齢
27
歳
の
若
手
職
員

で
チ
ー
ム
が
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
は
メ
ン
バ
ー
の
発
案
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
活
動
内
容

は
、
そ
の
年
の
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

全
体
会
議
で
話
し
合
っ
て
決
め
ら
れ
ま

す
。
チ
ー
ム
の
結
成
当
初
か
ら
継
続
し
て

取
り
組
ま
れ
、市
民
の
反
響
も
大
き
い「
施

設
見
学
会
」や「
下
水
道
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー

制
作
」の
ほ
か
、
年
度
に
よ
っ
て
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、
他
都
市
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
子
ど
も
向
け
Ｐ
Ｒ
活
動
、

啓
発
グ
ッ
ズ
の
企
画
制
作
、
打
ち
水
ア
ー

ト
動
画
の
制
作
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

活
動
内
容
を
決
定
後
、
チ
ー
ム
内
の
小

委
員
会
で
企
画
立
案
や
様
々
な
広
報
活
動

を
実
践
し
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

「下水道の日」街頭キャンペーンの企画運営

2018年度の活動経過

プロジェクトチーム全体会議の様子

京都市ウェブサイトでPRチーム紹介

子ども向けの参加型イベント開催

活動内容 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

メンバー招集

施設見学会

下水道PRポスター

HP・他都市コラボ

子ども向けPR

鳥羽一般公開

準備

デザイン検討

ホームページ更新、動画掲載ページ作成

紙芝居、参加型イベント検討

他都市交流

制作

制作

ブース出展準備

次年度引継資料作成

7/31施設見学会

1/16～掲示

2/15実演

4/27・28出展
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上
下
水
道
施
設
の
見
学
会
で

水
の
大
切
さ
を
Ｐ
Ｒ

「鍵」
その2

　

京
都
市
上
下
水
道
局
で
は
、
浄
水
場
や

水
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
等
の
一
般
公
開
や

施
設
見
学
会
を
開
催
し
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
が
楽
し
く
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
、

市
民
に
上
下
水
道
事
業
へ
の
関
心
と
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
取
組
を
継
続
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

上
下
水
道
局
若
手
技
術
職
員
は
、
こ
れ

ら
の
取
組
を
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
機
会
と
捉

え
、
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
事
業
で
は
、
例
年
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
に
開
催
し
て
い
る
鳥
羽
水
環
境

保
全
セ
ン
タ
ー
の
一
般
公
開
に
お
い
て
、

「
下
水
道
事
業
Ｐ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」の
ブ
ー
ス
を
出
展
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
２
０
１
９
年
度
に
は
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
が
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と
し
て
施
設
を
案

内
す
る
施
設
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
や
水
処
理

の
過
程
を
学
ん
で
も
ら
う
ク
イ
ズ
な
ど
を

企
画
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
夏
休
み
期
間

中
に
開
催
し
て
い
る
水
環
境
保
全
セ
ン

タ
ー
の
施
設
見
学
会
で
も
、「
下
水
道
事

業
Ｐ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」は
当
日

の
案
内
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
で
は
、
蹴
上
浄
水
場
の
一
般

公
開
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｒ
チ
ー
ム「
Ｍ
Ｉ
Ｙ

Ａ
Ｋ
Ｏ　

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」が
、
謎
解

き
イ
ベ
ン
ト
や
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、
上

水
道
周
辺
を
散
策
す
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を

実
施
し
ま
し
た
。

イ
ン
パ
ク
ト
あ
る
下
水
道

Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
の
制
作

「鍵」
その3下

水
道
事
業
Ｐ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
で
長
年
取
り
組
む
活
動
の
ひ
と
つ
に
Ｐ

Ｒ
ポ
ス
タ
ー
の
制
作
が
あ
り
ま
す
。
チ
ー

ム
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
イ

ン
パ
ク
ト
の
あ
る
ポ
ス
タ
ー
を
毎
年
制

作
し
、
京
都
市
上
下
水
道
局
の
各
営
業
所

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
京
都
市
内
の
広
報

板
、
京
都
市
営
地
下
鉄
全
駅
、
市
内
の
学

校
、
市
役
所
や
区
役
所
・
支
所
、
ま
た
図

書
館
等
で
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
京
都
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
自
由
に
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

例
え
ば
２
０
２
０
年
度
の
Ｐ
Ｒ
ポ
ス

タ
ー
は
、
総
延
長
が
約
４
２
０
０
ｋ
ｍ
あ

る
京
都
市
の
下
水
道
管
の
異
変
を
ア
ブ

ラ
ー
（
油
）や
キ
ノ
ネ
ー
（
木
根
）な
ど
悪
い

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
風
に
、
下
水
道
管
内
の
異

変
を
見
つ
け
出
す
当
局
職
員
を
探
偵
風
に

表
現
し
、
ア
ニ
メ
風
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

京
都
市
の
職
員
が
、
目
に
見
え
な
い
下

水
道
管
の
維
持
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

蹴上浄水場の一般公開

2020年度の下水道PRポスター

これまで制作した下水道PRポスターの一例

鳥羽水環境保全センターの一般公開

平成27年度ポスター

平成26年度ポスター

平成29年度ポスター

平成28年度ポスター

令和元年度ポスター

平成30年度ポスター
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啓
発
グ
ッ
ズ
で
下
水
道
を

よ
り
身
近
な
存
在
に

注目1
下
水
道
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い

た
い
と
の
思
い
か
ら
、
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
制

作
し
た
下
水
道
グ
ッ
ズ
を
、
イ
ベ
ン
ト
等

で
積
極
的
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
微
生
物
カ
ー
ド
は
、
下
水
処
理

で
活
躍
す
る
微
生
物
を
モ
デ
ル
に
デ
フ
ォ

ル
メ
し
、
裏
面
で
は
微
生
物
の
顕
微
鏡
画

像
や
そ
の
特
徴
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
水
循
環
を
ロ
ー
ル
部
分
で
表
現
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
マ

ン
ホ
ー
ル
の
蓋
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
ク
ッ

シ
ョ
ン
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
施
設
見
学
時
に
参

加
者
が
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
学
べ
る
よ
う

に
と
工
夫
し
た
施
設
見
学
ノ
ー
ト
な
ど
を

こ
れ
ま
で
制
作
し
、
配
布
し
て
い
ま
す
。

災
害
用
備
蓄
飲
料
水

「
京
の
か
が
や
き 

疏
水
物
語
」

注目2
２
０
０
３
年
３
月
に
開
催
さ
れ
た
、
第

３
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
き
っ
か
け
に
、

災
害
時
に
備
え
た
飲
料
水
の
備
蓄
啓
発
を

目
的
と
し
て
、
２
０
０
３
年
に
、「
京
の
水

道　

疏
水
物
語
」の
製
造
を
開
始
し
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
３
月
、
名
称
を「
京
の
か
が

や
き　

疏
水
物
語
」に
変
更
し
、
保
存
期
限

は
５
年
間
か
ら
10
年
間
に
延
長
し
ま
し
た
。

飲
料
水
の
備
蓄
啓
発
に
あ
た
っ
て
は
、

関
係
部
局
と
連
携
し
な
が
ら
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
等
に
お
け
る「
疏
水
物
語
」を
用
い

た
飲
料
水
の
備
蓄
啓
発
活
動
を
は
じ
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
お
い
て「
疏
水
物
語
」に
関
す
る
記
事

を
掲
載
す
る
な
ど
、
飲
料
水
の
備
蓄
啓
発

を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
水
に
関
す
る
意
識
調
査
」を

事
業
運
営
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

注目3
京
都
市
上
下
水
道
局
で
は
、
２
０
０
５

年
度
か
ら
２
０
２
０
年
度
ま
で
に
計
７
回
、

市
内
に
在
住
す
る
住
民
を
対
象
に「
水
に

関
す
る
意
識
調
査
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
市
民
と
行
政
が
水
環
境

の
改
善
に
向
け
て
共
通
理
解
を
深
め
て
い

く
た
め
に
、
今
後
ど
の
よ
う
な
支
援
・
施

策
が
必
要
か
把
握
し
、
市
民
か
ら
水
に
関

す
る
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
く
た
め

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
を
分
析
し
、
市
民
の
水
の
利

用
状
況
や
節
水
へ
の
取
組
等
の
水
に
対
す

る
意
識
と
行
動
を
把
握
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
分
析
結
果
は
、
節
水
型
社

会
の
中
で
公
営
企
業
と
し
て
経
済
性
を
発

揮
し
つ
つ
、
市
民
の
期
待
に
応
え
続
け
て

い
く
た
め
の
必
要
な
情
報
と
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
事
業
運
営
を
検
討
す
る
た
め

の
基
礎
資
料
に
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
回
答
率
の
ア
ッ
プ
に
向
け
て
は
、

回
答
者
の
う
ち
抽
選
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
イ

ボ
ト
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
な
ど
、
少
し

で
も
多
く
の
市
民
に
ご
回
答
頂
け
る
よ
う

工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここにも「注目」

微生物カード

オリジナルトイレットペーパー

クッションストラップ 施設見学ノート

イベントでの疏水物語の配布

疏水物語



69 京都市（京都府）

■ 普及啓発・広報編

広
報
の
効
果
は
改
善
傾
向
、

災
害
時
の
備
蓄
状
況
及
び

上
下
水
道
の
満
足
度
は

高
い
水
準
を
維
持

２
０
２
０
年
度「
水
に
関
す
る
意
識
調

査
」の
調
査
結
果
か
ら
、
市
内
の
家
庭
に

お
け
る
災
害
に
備
え
た
飲
料
水
の
備
蓄
状

況
は
６
割
を
超
え
る
数
値
を
維
持
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

広
報
活
動
の
認
知
度（
イ
ベ
ン
ト
・

ポ
ス
タ
ー
等
を
み
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？
）は
、「
よ
く
見
か
け
る
」「
時
々
見
か

け
る
」の
割
合
が
前
年
よ
り
増
加
し
て
お

り
、
改
善
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
全
般

あなたのご家庭では、飲料水の備蓄をしていますか。

平成25年度
（N=2074）

平成27年度
（N=2123）
平成30年度
（N=2030）

令和元年度
（N=2198）

令和2年度
（N=2234）

備蓄している 備蓄していない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

49.0

48.5

62.0

62.4

61.9

51.0

51.5

38.0

37.6

38.1

活動の	
効　果

の
満
足
度
に
つ
い
て
は
、「
や
や
満
足
」の

割
合
が
約
半
数
で
最
も
高
く
、「
満
足
」の

割
合（
約
32
％
）を
加
え
た
約
８
割
が
肯
定

的
な
回
答
と
な
り
ま
し
た
。

京都市の水道・下水道全般について、どの程度満足していますか。

平成22年度
（N=2043）

平成25年度
（N=2068）

平成27年度
（N=2133）

令和元年度
（N=2199）

平成30年度
（N=2015）

令和2年度
（N=2224）

満足 やや満足 どちらとも言えない やや不満 不満

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

41.0 37.3 3.4 1.117.1

47.4

44.0

49.6

48.1

46.0

27.7

32.3

20.0

18.2

19.8

2.7

2.0

1.3

1.5

1.8

0.4

0.7

0.1

0.5

0.4

21.7

21.1

28.9

31.6

31.9

平成25年度
（N=2033）

平成27年度
（N=2138）
平成30年度
（N=2023）

令和元年度
（N=2191）

令和2年度
（N=2263）

よく見かける 時々見かける あまり見かけない 見かけたことがない わからない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2.0 27.0

29.8

33.8

26.3

27.6

38.0

27.9

28.4

40.8

37.9

21.1

27.0

21.2

20.1

19.8

11.9

12.3

12.8

9.2

9.8

2.9

3.9

3.6

5.0

水道・下水道に関するポスター等について、どのくらい見かけることがありますか。

取組を伝え広げていくポイントは？
メンバーの経験年数等に関係なく全員からアイデ

アを吸い上げられるよう、取組内容を決めるディス
カッションにおいては様々な工夫をしています。過去
には全員でのゲーム形式や、グループ単位での役割分
担を変更しながら議論を進めることなどを行いまし
た。また、毎年１つの新規の取組を行うことも目標と
しており、下水道への注目度をより高められるよう努
めています。

今後に向けて
市民の目に触れる機会が少なく目立たない存在で

ある下水道について理解と関心を深めていただくこ
とを継続目的として、今後も様々な活動を企画して
いきたいと考えています。活動内容の部分では、毎年
の取組となっている施設見学などはさらに改良しつ
つ、若手目線の柔軟な発想を生かした新しい企画にも
次々と挑戦し、活気あふれるチームとして活動してい
きたいと思います。

下水道事業PRプロジェクト2021年度チームメンバー

京都市上下水道局
下水道事業PR

プロジェクトチーム

メッセージ
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